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1. はじめに 

海洋プラスチックは、喫緊に解決すべき重要な課題として認識されている。我が国の海岸に漂着するごみの 7 割

をプラスチック製品が占めると報告があり、主要な発生源の一つに漁業が挙げられる 1）。海岸漂着ごみのうち漁業

用製品が占める割合は、重量ベースで約 25％を占めるという報告がある 2）。 

本研究は、海洋流出量を含めた漁船漁業用プラスチック製品のマテリアルフローの構築に資するため、漁船漁業

用かつ海面・海中で使用されるプラスチック製品の活動の規模に関する量（＝活動量）当たりの投入量と海洋流出

量の原単位の把握を目的とした。具体的には、大型定置網漁、はえ縄漁、小型底びき網漁、すくい網漁の 4 つの漁

法においてプラスチック製品の使用者である漁業従事者に直接ヒアリングを行うボトムアップ型調査を行い、漁獲

量、操業日数、漁船隻数当たりの漁船漁業用プラスチック製品の投入量と海洋流出量の原単位の推計を試みた。 

 

2. 漁船漁業用プラスチック製品の投入量・海洋流出量原単位の推定方法 

2-1 調査手法と調査対象 

 本研究は、プラスチック製品の使用者として漁業従事者や漁業協同組合へのヒアリングによるボトムアップ型の

調査により行った。また、ヒアリング調査を対馬市豊玉町漁協の漁業従事者に大型定置網漁について、福岡市伊崎

漁協の漁協関係者に小型底びき網について、対馬市上対馬漁協の漁業従事者にはえ縄漁・すくい網漁について行っ

た。大型定置網漁については実際の定置網漁に同行し、現地調査を行った。はえ縄漁・すくい網については実際に

使用されるプラスチック製品に関する情報を得るために視察を行

った。各々の漁業方法に関して、投入量と海洋流出量の原単位算

出に必要な活動量等に関するデータを表-1 に示す。 

 

2-2 原単位の推定手法 

 原単位は、漁業従事者や漁協関係者へのヒアリング内容より推

定した（図-1）。まず、調査対象から使用・海洋流出するプラスチ

ック製品の商品名、規格、個数、大きさ（長さ）をヒアリングし

た。次に、メーカーへの問い合わせや漁網 1𝑚2あたりの重量（＝

重量係数）を用いることで重量データに換算した。なお、漁網や

船具類等一部の製品には、プラスチック製品だけでなく金属等が

含まれる複合製品があり、プラスチック以外の素材の含有率を算

出することが困難であったため、本研究における「プラスチック

製品」には、一部プラスチック以外の素材を含む。プラスチック

製品の使用量を各プラスチック製品の耐用年数で除すことで年間のプラスチッ

ク製品の投入量とした。また、海洋流出するプラスチック製品は、年に数回ま

たは複数年に１回流出するものと日々の漁で流出するものに分類して各々計算

を行った。年に数回または複数年に１回流出するプラスチック製品について

は、年間のプラスチック製品の海洋流出量𝐷1（kg/年）を以下の①式を用いて

算出した。なお、流出するプラスチック製品 iの重量を𝑚𝑖（kg）、プラスチッ

ク製品 iについて海洋流出が 1 回おきる平均期間を𝑓𝑖（年）とする。 

 𝐷1 = ∑ 𝑚𝑖𝑖 /𝑓𝑖・・・① 

また、日々の漁で流出するプラスチック製品については、年間のプラスチック

製品の海洋流出量𝐷2（kg/年）を以下の➁式を用いて算出した。なお、1 日に

使用する各プラスチック製品重量を u（kg/日）、各プラスチック製品の 1 日の

漁でロストする確率を p（-）、年間の操業日数を d（日/年）とする。 

表-１ 各漁業方法の活動量等に関するデータ 

漁業

種類

大型

定置網
はえ縄

小型底

びき網
すくい網

年間操

業日数
300日 155日 100日 30日

平均年間

漁獲量
178ｔ 15.5ｔ 15ｔ 4.83ｔ

船団構

成隻数
２隻 １隻 1隻 １隻

漁船重量 19ｔ,15ｔ 15ｔ 4.8ｔ 6ｔ

主な漁獲

対象魚種

イカ

ヒラマサ

ブリ

アマダイ

ブリ

マハタ

タコ

ヒイラギ

カレイ

ウマヅ

ラハギ

図-1 原単位推定のフロー図 
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𝐷2＝∑ 𝑢𝑖𝑖 × 𝑝𝑖 × 𝑑・・・➁ 

𝐷1と𝐷2の和を年間のプラスチック製品の海洋流出量とし

た。最後に、推定された年間のプラスチック製品投入量、

海洋流出量を活動量で除すことで原単位とした。 

 

3. 結果及び考察 

各漁業方法のプラスチック製品投入量・海洋流出量の種

類別内訳を図-2 に示す。「大型定置網漁」において 1 年間

に投入、海洋流出した海面・海中使用のプラスチック製品

の重量は各々946kg、58kg と算定された。内訳は投入に関

して漁網 60%、ロープ 39%、海洋流出に関して漁網

76%、ロープ 20%、フロート 4%と推定された。「はえ縄

漁」において 1 年間に投入、海洋流出した海面・海中使用

のプラスチック製品の重量は各々128kg、20kg と算定され

た。内訳は投入に関して釣り糸(幹縄)95%、釣り糸(枝

縄)4%、フロート 1%、海洋流出に関して釣り糸(幹

縄)92%、釣り糸(枝縄)6%、フロート 1%と推定された。

「小型底びき網漁」において 1 年間に投入、海洋流出した

海面・海中使用のプラスチック製品の重量は各々87kg、

14kg と算定された。内訳は投入に関して漁網 53%、ロー

プ 45%、海洋流出に関して漁網 97%、フロート 4%と推定

された。「すくい網漁」において 1 年間に投入、海洋流出

した海面・海中使用のプラスチック製品の重量は各々

11kg、0.7kg と算定された。内訳は投入に関して漁網

98%、ロープ 2%、海洋流出に関して漁網 100%と推定さ

れた。 

各漁法の投入量、海洋流出量の原単位算定結果を表-2

に示す。漁獲量 1t 当たりの海面・海中使用のプラスチッ

ク製品の投入量は大型定置網漁 5.3kg/t、はえ縄漁

8.3kg/t、小型底びき網漁 5.8kg/t、すくい網漁 2.2kg/t と算

定された。また、漁獲量 1t 当たりの海面・海中使用のプ

ラスチック製品の海洋流出量は大型定置網漁 0.3kg/t、は

え縄漁 1.3kg/t、小型底びき網漁 1.0kg/t、すくい網漁

0.2kg/t と推定された。今回の結果から、はえ縄漁など釣

り糸を使用する漁法は、網を使用する網漁と比較して単位

漁獲量当たりのプラスチック製品の投入、海洋流出量がと

もに多い傾向があると考えられる。 

 

おわりに 

 漁獲量 1t 当たりの海面・海中使用のプラスチッ

ク製品投入量、海洋流出量は各々「大型定置網漁」

5.3kg/t、0.3kg/t、「はえ縄漁」8.3kg/t、1.3kg/t、「小

型底びき網漁」5.8kg/t、1.0kg/t、「すくい網漁」

2.2kg/t、0.2kg/t と算定された。 
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図-２ 各漁法の海面・海中使用のプラ製品年間投入・海

洋流出量内訳（図中の数値の単位は kg、カッコ内は％） 

投入量(総重量 11kg)    海洋流出量(総重量 0.7kg) 

すくい網漁 

投入量(総重量 87kg)    海洋流出量(総重量 14kg) 

小型底びき漁 

投入量(総重量 128kg)     海洋流出量(総重量 20kg) 

はえ縄漁 

投入量(総重量 946kg)     海洋流出量(総重量 58kg) 

大型定置網漁 

表-2 各漁法の海面・海中使用プラ製品の投入量・海洋流出原

漁獲量1t当たり

(kg-プラスチック製品

購入量/t-漁獲量)

操業1日当たり

(kg-プラスチック製品

購入量/日-操業日数)

漁船1隻当たり

(kg-プラスチック製品購

入量/隻-漁船隻数)

投入量 5.3 3.2 473

海洋流出量 0.3 0.2 29

投入量 8.3 0.8 128

海洋流出量 1.3 0.1 20

投入量 5.8 0.9 87

海洋流出量 1.0 0.1 14

投入量 2.2 0.4 11

海洋流出量 0.2 0.0 1

大型定置網

はえ縄

小型底びき網

すくい網
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